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▲河合町議会公式
ホームページから
ご覧いただけます

議会だよりの表紙に掲載する写真を募集中!!
●河合町を中心に撮影された写真　●自作の未発表作品
●デジタルデータに限ります。　　●複数点の応募も可能です。
●タテ・ヨコどちらも可能です。　●詳しくは議会事務局へご連絡ください。
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議案第４４号　令和４年度河合町一般会計補正予算
について
〇主な内容
＊歳入・歳出　３億8,881万5千円の増額補正
（歳出）�人事院勧告に伴う一般職・特別職・議員の人件

費で448万円増、指定ごみ袋作成委託・清掃工
場整備等検討業務で843万円増、緊急内水対
策事業費（測量・土地買収）で4億円増、佐味田
ため池群実施計画策定委託で165万円増、財
源調整で財政調整基金費を3,478万6千円の減
額補正他。

（歳入）�国・県支出金2億857万５千円増、町債（河川整
備事業債）1億8千万円増他。

〇質疑
・�指定ごみ袋作成の年間計画、ため池実施計画、内
水対策事業の財源区分などについて質疑があった
〇全員賛成で可決

議案第４９号　河合町まちづくり自治基本条例の制
定について
〇�「まちづくり基本条例検討審議会」の答申を受けて
条例提案された
〇質疑
・�推進委員会の検証、住民への説明などについて質
疑があった
〇全員賛成で可決

議案第５０号　河合町個人情報保護法施行条例につ
いて
〇�個人情報保護法の令和５年４月施行に伴い、河合
町個人情報保護条例を廃止し、法の施行に必要な
事項を定めるための条例を制定するもの
〇全員賛成で可決

議案第５１号　河合町情報公開及び個人情報保護委
員会条例の制定について
〇�個人情報保護法、河合町個人情報保護法施行条例
の施行に伴い、河合町情報公開条例の14条を削除
し、上記条例を制定するもの。
〇全員賛成で可決

議案第５３号　河合町職員の定年等に関する条例の
一部改正について
〇�地方公務員法の改正で定年が60歳から65歳に延長
されることに伴う条例改正
〇全員賛成で可決

議案第５４号　地方公務員法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に
ついて
〇定年延長に伴い、11個の関係条例の改正をするもの
〇全員賛成で可決

議案第５５号　一般職の職員の給与に関する条例及
び河合町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部改正について
〇人事院勧告の実施に伴う条例改正
〇全員賛成で可決

議案第５６号　特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部改正について
〇人事院勧告の実施に伴う条例改正
〇全員賛成で可決

議案第５７号　河合町議会議員の議員報酬等に関す
る条例の一部改正について
〇人事院勧告の実施に伴う条例改正
〇全員賛成で可決

議案第４６号「令和４年度河合町介護保険特別会計補
正予算について」
問  認定調査委託の昨年の件数内訳及び増額理由
答  新規268件、更新360件、区分変更165件の合計
793件
増額理由としては、認定の更新時期が今年度に重
なったことや、団塊の世代の高齢化に伴い認定調査
の件数が増えたことによることが主な要因である。
審議の結果、全員賛成で可決しました。

議案第５２号「河合町印鑑条例の一部改正について」
問  全国のコンビニで印鑑証明の発行は可能か。

答  発行する端末機のあるコンビニでは可能であり、
暗唱番号の入力にて本人確認ができる。
問  費用は同じか。
答  役場及びコンビニでも300円である。
審議の結果、賛成多数で可決しました。

議案第５８号「河合町子ども医療費助成条例の一部改
正について」
問  所得制限はあるか。
答  所得制限はありません。
審議の結果、全員賛成で可決しました。

総務常任委員会報告

厚生常任委員会報告
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議案第４５号「令和４年度　河合町下水道事業特別会
計補正予算について」では理事者より説明を受け、歳
入歳出それぞれ一括で審議を行いました。
　委員から、下水道職員の人数について質疑があり、
理事者から２名との答弁がありました。　審議の結
果、全員賛成で可決いたしました。

議案第４８号「令和４年度河合町水道事業会計補正予
算について」では理事者より説明を受け、審議を行い
ました。
　委員から、水道職員の人数について質疑があり、
理事者から４名との答弁がありました。審議の結果、
全員賛成で可決いたしました。

経済建設常任委員会報告

「第９期介護保険制度改正に関する意見書」について
（１）�「認知症の人と家族の会」より要望のあった「第９期

介護保険制度改正に関する意見書」が議員発議で提
出され、全員賛成で採択された。

（２）主な内容
　厚労省社会保障審議会介護保険部会で、２０２４年
から始まる介護保険制度第９期に向けた法改正の審議
で、以下の４点が提示されている。

・利用料の自己負担を原則２割
・�要介護１，２の訪問介護、通所介護を地域支援事業に
移行
・ケアプランの有料化
・多床室料の新設
　年金引き下げ、物価高の中で高齢者、家族の生活も
厳しく、制度変更、負担増につながる制度改正を実施
しないことを求める内容である。

議員発議第10号

◆ごみ処理施策検討特別委員会報告

　河合町は、自前のごみ処理を、可燃ごみのみ「山辺・県北西部広域環境衛生組合」（天理市）、中継基地の「まほろば環
境衛生組合」（安堵町）に参加し、令和７年５月からの稼働に向け準備が進められている。令和２年１月臨時議会の付帯
決議で、「不燃、粗大ごみ等も広域処理の方向で目処をつける」こととなった。この間、広域化にむけ、不燃ゴミ等の参
加、ごみの分別・収集の取組みを中心に議論し、令和４年８月の「第１０回特別委員会」において、町より不燃ゴミ等も
広域処理に参加する方向で努力することが報告された。委員会では引き続き２課題の進捗状況を検討していく。

議会報告会  （１０月２２日）

◆旧第３小学校の利活用ついて

　旧第３小学校は、利活用により「公民館・体育館機能の充実」・「高機能な避難場所」・「地域や多世代交流の場」とし
ての役割が期待されています。工事計画は第１期～第３期工事になっており、第１期工事では、主に「体育館の全面
改修」・「防災備蓄倉庫の新設」「駐車場４７台分の新設」が計画されています。なお、第１期工事は、令和６年４月の
体育館開館を目指して、令和５年４月から令和６年２月末完成の計画となっています。

◆河合町立文化会館あり方検討委員会報告  「まほろば文化会館について」

　５月に町長の諮問機関として設置され、現在まで９回の会議が行われています。文化会館のコンディション、稼
働率、経費など様々な角度から検証が始まり、文化会館を残したいという気持ちと文化会館の維持管理・補修にかか
る財源確保が議論の中心です。クラウドファンディングやネーミングライツといった可能性も探りながらですが、
なかなか打開策には至りません。最終的には何らかの答えを出さなければならないのですが、各委員はその判断に
困難を極めている状況です。

参加者の声
・�これまでにない「議会報告会」を開催したこ
とは特筆すべき成果だと思う。
・もっと、議会報告会を頻繁に開催してほしい。
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一 般 質 問
長谷川  伸一　議員
1.��清原町長の前回の選挙公約について

岡田  康則　議員
1.��町の防災対策について
2.��中学生議会について

馬場  千惠子　議員
1.�防災対策について
2.�男女共同参画推進について

梅野  美智代　議員
1.��馬見丘陵公園を拠点とした池部駅周辺の活性化について
2.��園児の安全について
3.��学びを止めない！遠隔・オンライン教育について
4.�夏休みの日数について

杦本  光清　議員
1.��１期４年の総括について

坂本  博道　議員
1.�国民健康保険について
2.�子育て支援の取組について
3.�財政問題について
4.�開発事業について

佐藤  利治　議員
1.�佐味田川駅前の町民グランドについて
2.�すな丸号について（条例化決定後の状況）
3.�災害備蓄品について
4.�野良猫の対策について
5.�空き地の草刈り等管理委託制度（案）について
6.�議決議案をより速やかに施行するためには

常盤  繁範　議員
1.�令和3年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上
　の諸課題に関する調査結果について
2.�河合のまち貸します事業について

中山  義英　議員
1.�これからの財政運営等について
2.�財政再建について
3.�検討課題の結果について

大西  孝幸　議員
1.�焼失後の空家について
2.�不毛田川流域内水対策事業について

西村  潔　議員
1.�清原町長の在職中の職責の総括について
2.�教員免許制度について
3.�成年後見を進めるための行政の役割りについて
4.�河合町の介護保険について

５ぺージ

８ぺージ

９ぺージ

９ぺージ

５ぺージ

６ぺージ

６ぺージ

７ぺージ

７ぺージ

８ぺージ

　議会の見える化を進めるため、議会報告会の反省を踏まえ、令和４年１１月２９日午前９時３０分～１２時
の間で、一般公募による町民の方（２１名）と議会議員（１２名）間で意見交換会を行いました。

　住民の方からの主な質問内容としては、
　・重症警報に至った原因について　　・河合町が抱える最も重要な課題について
　・人口問題　　　　　　　　　　　　・情報公開の徹底　　　　　　　・河合町の財政健全化計画について　　　　　
　・議会の監視機能強化　　　　　　　・一般質問における議員の姿勢　　　　　　　　　　　
　・まちの知名度向上に向けた取組み　・魅力あるまちづくりなど。

　意見交換会に対する住民の方からの要望としては、
　・テーマを絞った意見交換会　　　　・小規模単位での定期的開催　　・土日開催などが、主なものです。

　意見交換会が実りのあるものになるため、今回の反省点を踏まえ、次回からの改善に生かしていきたいと考
えています。

参加者の声
・�各議員の意見が聞けて良かった。
・�新しい取り組みとしては非常に良かった。
　町議会史に残る快挙だと思う。
・�次回は場所、時刻等の検討されたい。
・�今後、分科会等に発展させてほしい。
・�大切なことは回数を重ねる事だと思う。
・�テーマを決めて行ったほうがいいのでは。

議会意見交換会  （１１月２９日）

10ぺージ
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教
育
環
境
、文
化
施
策
に
ソ
フ
ト
の
投

資
を
！

問 ・ 

特
色
の
あ
る
小
中
教
育
連
携
を
う
た
っ

て
い
ま
す
が
、
４
年
間
に
ど
の
よ
う
な

連
携
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

・ 

令
和
３
年
、
４
年
の
河
合
町
の
小
中
学

校
生
の
学
力
調
査
な
ど
の
結
果
を
教
え

て
下
さ
い
。

・ 

第
一
、
第
二
中
学
校
舎
の
改
修
な
ど
の

計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答・ 

小
中
９
年
間
を
見
据
え
子
ど
も
た
ち
の

育
ち
を
学
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、

人
権
教
育
の
継
承
、
学
力
向
上
、
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

教
員
相
互
の
乗
り
入
れ
や
、
小
中
学
校

各
種
行
事
の
合
同
開
催
等
も
計
画
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
集
合
的
な
会
合

は
自
粛
し
て
い
ま
す
。

・ 

学
力
調
査
に
つ
い
て
は
小
中
学
校
の
国

語
、
算
数
、（
数
学
）に
お
い
て
は
平
均
正

答
数
が
全
国
や
奈
良
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

・ 

河
合
町
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
作

成
し
て
お
り
、
第
一
中
学
校
は
令
和
11

年
に
改
築
、
第
２
中
学
校
は
令
和
19
年

の
改
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
教
育
総
務
課
長
）

問 

将
来
の
小
中
校
教
育
制
度
を
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答 

将
来
的
に
は
小
中
一
貫
校
な
り
、
義

務
教
育
学
校
を
目
指
す
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

人
口
増
加
、
移
住
促
進
が
税
収
ア
ッ
プ

へ
の
重
点
課
題

問 

問
題
は
15
歳
～
40
、
50
歳
ま
で
の
転

出
が
多
い
。
ま
た
平
成
25
年
～
29
年
の
河

合
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１・
14
で
す
。

県
、
全
国
の
数
値
よ
り
か
な
り
出
生
率
が

低
い
が
、
特
別
な
対
策
を
講
じ
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

答 

令
和
元
年
度
か
ら
の
転
入
者
の
特
徴

と
し
て
、
20
代
30
代
の
転
入
者
の
割
合
が

徐
々
に
増
加
。
来
年
４
月
か
ら
町
独
自
策

で
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
15
歳
か
ら
18
歳

ま
で
拡
大
し
ま
す
。　　
（
住
民
福
祉
課
長
）

問 

年
齢
層
０
歳
～
64
歳
ま
で
の
人
口
の

減
少
が
め
だ
ち
ま
す
。
奈
良
県
が
不
妊
治

療
費
等
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
が
、
出
生

率
を
上
げ
る
為
に
町
は
独
自
で
そ
う
い
っ

た
施
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答・ 

監
査
委
員
か
ら
も
町
に
長
く
住
ん
で
も

ら
え
る
施
策
を
し
な
い
と
予
想
以
上
に

人
口
は
減
る
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
点
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
人

口
増
加
に
努
め
ま
す
。

・ 

福
祉
や
教
育
の
面
は
国
が
前
面
に
立
っ
て

や
る
の
が
本
当
の
取
組
み
と
考
え
る
が
、

町
独
自
の
方
向
性
も
見
て
、
や
っ
て
行
け

る
様
で
あ
れ
ば
取
り
組
み
ま
す
。�（
町
長
）

清
原
町
長
の
前
回
選
挙
の
公
約
に

つ
い
て

長
は せ

谷川
がわ

  伸
しんいち

一
議員

問 

被
災
地
で
災
害
救
助
を
さ
れ
た
自
衛

隊
Ｏ
Ｂ
の
方
を
町
に
迎
え
、
さ
ら
な
る
町

の
防
災
を
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
河
合
町
で
は
、
安
心
安
全
推
進
課
を
配

置
さ
れ
て
住
民
の
安
全
に
気
配
り
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
高
い
ス
キ

ル
を
持
た
れ
た
自
衛
隊
の
方
が
役
場
内
に

居
ら
れ
た
ら
心
強
い
で
す
。
他
町
他
市
で

は
実
際
に
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
県
の
広
域
防
災
と
強
い

ラ
イ
ン
も
構
築
さ
れ
ま
す
。
実
現
へ
の
考

え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答・ 

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
雇
用
で
期
待
出
来
る
効

果
は
、
平
時
の
啓
発・
地
域
防
災
計
画・

災
害
初
動
時
の
指
揮
命
令・復
興
時
の
指

導
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
人
材
の
斡
旋
が
可
能
な
の
か
自
衛
隊

奈
良
地
方
協
力
本
部
援
護
課
と
協
議
を

行
な
い
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
採
用

は
既
に
遅
く
困
難
で
あ
る
と
の
事
で
し

た
。　　
　
　
　
（
安
心
安
全
推
進
課
長
）

・ 

河
合
町
で
も
、
自
衛
隊
と
の
協
力
体
制

し
っ
か
り
考
え
る
必
要
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
議
員
か
ら
良
い
提
案
を

頂
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
災
害
の
時

は
県
と
自
衛
隊
も
支
援
い
た
だ
く
事
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。　　
　
（
町
長
）

問 

過
去
に
１
中・
２
中
の
壁
と
雨
漏
り
２

小
の
旧
プ
ー
ル
の
除
去
を
述
べ
て
き
ま
し

た
が
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
２
中

の
生
徒
と
雑
談
で
、「
お
っ
ち
ゃ
ん
何
時
も

大
人
目
線
で
の
云
っ
て
く
れ
て
る
け
ど
、

「
私
達
も
言
い
た
い
ん
や
」と
聞
き
目
か
ら

ウ
ロ
コ
で
し
た
。
平
成
15
年
議
会
議
員
に

な
っ
た
時
は
中
学
生
議
会
が
有
っ
た
と
思

い
出
し
ま
し
た
。
何
故
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
の
か
？
再
開
出
来
ま
す
と
予
算
を
伴
わ

な
い
で
教
育
の
充
実
が
出
来
て
若
い
世
代

の
人
口
増
加
が
望
め
ま
す
。
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

答・ 

河
合
町
の
教
育
大
綱
の
中
に「
心
の
ど
真

ん
中
に
河
合
愛
を
持
っ
た
未
来
の
担
い
手

を
育
成
す
る
」事
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
、
中
学
校
の
社
会
科
授
業
に
お
い
て

町
の
未
来
を
町
長
に
提
案
す
る
取
組
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
そ
う
い
う
形

の
検
討
は
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
参
事
）

・ 

子
ど
も
は
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
我
々
大
人
が

レ
ー
ル
を
引
い
て
声
を
聞
く
事
は
大
事

で
す
の
で
、
一
年
後
の
秋
に
は
提
案
を

し
な
が
ら
進
め
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
長
）　　
　

・ 

私
の
気
持
ち
と
し
て
は
、
開
催
す
る
方

向
で
持
っ
て
お
り
ま
す
。
積
極
的
に
教

育
委
員
会
に
開
催
す
る
方
向
で
意
見
を

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。　　
　
　
（
町
長
）

岡
おか

田
だ

  康
やすのり

則
議員

町
の
更
な
る
防
災
と
中
学
生
議
会

の
再
開
に
つ
い
て

教
育
に
対
し
て
の
質
問
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問 

中
央
公
民
館・体
育
館
移
転
後
の
利
活

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

潜
在
的
な
資
産
価
値
の
高
い
区
域
の

利
点
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
将
来
的
な
駅

周
辺
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
、
本
町

の
有
す
る
魅
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

手
法
を
検
討
す
る
。　　
　
（
Ｆ
Ｍ
推
進
室
）

問 

市
街
化
調
整
区
域
で
、
ク
リ
ア
す
べ

き
課
題
が
多
い
の
で
、
早
急
に
検
討
を
開

始
す
べ
き
。
池
部
駅
を
利
用
し
て
馬
見
丘

陵
公
園
へ
来
園
さ
れ
る
方
の
中
継
施
設
と

位
置
づ
け
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
構
築
で

き
る
よ
う
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
。

答 

財
政
負
担
も
考
慮
し
、
方
向
性
を
決

定
し
た
上
で
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

駅
と
公
園
を
一
体
的
に
捉
え
、
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
で
検
討
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。　　
　
　
　
（
Ｆ
Ｍ
推
進
室
）

問 

官
民
連
携
で
進
め
る
こ
と
も1

つ
の
手

段
で
は
な
い
か
。

答 

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
等
が
財

政
を
圧
迫
す
る
大
き
な
要
因
と
な
る
こ
と

か
ら
、
民
間
の
創
意
工
夫
を
活
用
し
、
行

政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
手
法
も
視
野
に

入
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
Ｍ
推
進
室
）

問 

送
迎
バ
ス
へ
の
置
き
去
り
事
故
を
受

け
、
子
ど
も
園
で
は
ど
の
よ
う
な
指
導・対

策
を
講
じ
て
い
る
か
。

答 

当
初
か
ら
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
登
園
確
認
や
車
内
確
認
等
、
ト

リ
プ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
実
施
し
て
き
た
。
引

き
続
き
徹
底
し
て
い
く
。（
子
育
て
支
援
課
）

問 

欠
席
時
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
か
。

答 

９
時
20
分
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し

て
お
り
、
確
認
が
取
れ
な
い
家
庭
に
は
園

か
ら
電
話
を
入
れ
て
い
る
。
バ
ス
乗
車
児

は
、
随
時
バ
ス
添
乗
者
に
連
絡
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�（
子
育
て
支
援
課
）

問 

４
月
か
ら
安
全
装
置
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
準
備
は
で
き
て
い

る
か
。
装
置
に
も
様
々
な
種
類
が
あ
る
の

で
、
今
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

答 

予
算
計
上
を
行
う
予
定
を
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
装
置
が
適
切
か
今
後
精
査
し

て
い
き
た
い
。　　
　
　
（
子
育
て
支
援
課
）

問 

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
た
が
、
自

宅
療
養
期
間
に
遠
隔
授
業
を
行
う
等
、
学

習
機
会
の
確
保
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

端
末
を
持
ち
帰
り
、
授
業
配
信
を
行

う
な
ど
、
学
習
機
会
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�（
教
育
総
務
課
）

問 

不
登
校
な
ど
長
期
欠
席
児
童
に
対
し
、

授
業
配
信
や
課
題
提
出
等
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
対
応
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

各
学
校
は
授
業
配
信
等
の
体
制
を
整

え
て
い
る
が
、
現
在
は
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
）

〇
そ
の
他
の
質
問

「
夏
休
み
の
日
数
に
つ
い
て
」

梅
うめ

野
の

　美
み ち よ

智代
議員

馬
見
丘
陵
公
園
を
拠
点
と
し
た
池

部
駅
周
辺
の
活
性
化
に
つ
い
て

学
び
を
止
め
な
い
！
遠
隔・オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て

園
児
の
安
全
に
つ
い
て

問 

住
民
が
安
心
し
て
か
つ
安
全
に
暮
ら

し
て
い
く
に
は
、
災
害
時
お
い
て
敏
速
に

正
確
な
情
報
発
信
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。　

① 

５
年
前
に
戸
別
受
信
機
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
代
わ
る
行
政
防
災
配
信
サ
ー

ビ
ス
の
登
録
者
は
毎
年
何
名
で
す
か
？

② 

要
支
援
の
方
の
災
害
時
の
避
難
所
へ
の

移
動
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

③ 

地
区
別
防
災
計
画
の
進
捗
状
況
は
？

④ 

大
字
毎
に
防
災
士
の
数
や
備
蓄
品
に
差

が
あ
り
ま
す
が
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
？

⑤ 「
自
主
防
災
河
合
町
の
防
災
減
災
を
考
え

る
会
」の
開
催
状
況
は
？

⑥ 

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
は
建
物
や
騒
音
で
聞

こ
え
に
く
く
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
隣
接
し

て
い
る
所
で
は
身
体
的
苦
痛
さ
え
あ
る
。

災
害
時
に
必
要
な
情
報
を
届
け
る
た
め

に
、
危
険
想
定
地
域
に
戸
別
受
信
機
の

設
置
が
必
要
な
の
で
は
？

答 

防
災
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
は
毎
年

２
０
０
名
程
度
で
登
録
説
明
会
に
も
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
。
地
区
防
災
計
画
は
薬

井
、
高
塚
台
２
丁
目
、
市
場
は
策
定
済
み

で
長
楽
、
泉
台
で
勉
強
会
を
開
催
し
、
浸

水
想
定
区
域
を
優
先
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。
防
災
士
に
つ
い
て
は
地
域
の
防
災

意
識
に
温
度
差
が
あ
る
の
が
課
題
の
一
つ

で
仮
称
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
準
備
室

を
12
月
に
立
ち
上
げ
、
地
区
の
事
情
に
応

じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き
た
い
。
戸

別
受
信
機
は
規
格
が
未
だ
統
一
さ
れ
ず
、

コ
ス
ト
の
低
下
に
も
至
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
れ
に
代
わ
る
情
報
伝
達
を
案
内

し
て
い
ま
す
。　　
　
（
安
心
安
全
推
進
課
）

　
問 

奈
良
県
で
は「
男
女
で
つ
く
る
幸
せ
あ

ふ
れ
る
奈
良
県
計
画
２
０
２
１
年
」が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
河
合
町
と
し
て
の
計
画
、

目
標
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

① 

推
進
体
制
は
ど
の
部
署
で
す
か
？

② 
条
例
制
定
の
推
進
体
制・施
行
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

③ 
女
性
問
題
等
の
相
談
事
業
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
ま
す
か
？

④ 

政
府
の
男
女
共
同
参
画
会
議
で
は

２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
な
女
性
の

割
合
を
30
％
に
す
る
目
標
を
20
年
代
の

可
能
な
限
り
と
先
送
り
し
て
い
ま
す
が

河
合
町
の
目
標
は
ど
う
で
す
か
？

答 

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
住
民
福

祉
課
が
担
当
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｖ
や
相
談
業

務
等
に
つ
い
て
は
子
育
て
支
援
課
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
と
の
協
働
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

条
例
策
定
に
つ
い
て
は
未
定
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
、
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に

つ
い
て
調
査
段
階
に
あ
り
、
近
隣
町
の
動

向
も
踏
ま
え
計
画
策
定
及
び
意
識
調
査
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
尚
、
河
合
町
の
指
導
的
な
女
性
の
割
合

の
目
標
に
つ
い
て
、
河
合
町
特
定
事
業
主

行
動
計
画
の
中
で
、
令
和
８
年
度
末
ま
で

の
目
標
値
と
し
て
20
％
を
位
置
づ
け
て
お

り
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課
）

馬
ば ば

場  千
ち え こ

惠子
議員

防
災
対
策
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て
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問 

町
長
の
１
期
４
年
を
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
ま
す
か
。

答 

「
人
に
優
し
い　

人
情
あ
ふ
れ
る
町　

温
か
い
町
」を
目
指
し
て
、
私
は
こ
の
３
年

半
あ
ま
り
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て

き
ま
し
た
。
職
員
に
も
常
々
や
れ
る
こ
と

か
ら
や
ろ
う
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

　
町
政
の
運
営
は
、
健
全
な
財
政
運
営
が

あ
っ
て
初
め
て
、
新
た
な
施
策
に
着
手
で

き
ま
す
。
新
た
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

で
町
の
魅
力
が
向
上
し
、
定
住
促
進
等
の

人
口
安
定
を
促
進
し
ま
す
。
人
口
安
定
は

健
全
財
政
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を『
ま
ち
を
元
気
に

す
る
サ
イ
ク
ル
』と
呼
び
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
、『
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
』を
進
め
て

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
に
始
動
し
た
河
合
愛AI

構
想
、

令
和
４
年
度
で
、
こ
の「
ま
ち
を
元
気
に
す

る
サ
イ
ク
ル
」が
確
か
に
回
り
出
し
て
い
る

こ
と
を
、
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

皆
様
に
も
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
て
い

る
と
、
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
持
続
可
能
な
河
合
町
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
や
り
残
し
た
こ
と
が

あ
る
こ
と
も
事
実
と
し
て
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
自
身
精
一
杯
が
ん
ば
る

所
存
で
す
の
で
、
住
民
、
議
会
、
行
政
一

丸
と
な
っ
て
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
誇
れ
る
、

愛
の
あ
る
、
温
か
い
河
合
町
を
未
来
へ
繋

い
で
い
く
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

問 

「
ま
ち
を
元
気
に
す
る
サ
イ
ク
ル
が
回

り
出
し
た
」と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。

答 

昨
年
の
町
制
施
行
50
周
年
を
契
機
と

し
て
、
官
学
民
連
携
が
進
み
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
財
政
健

全
化
に
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
目
に

見
え
る
成
果
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
新
た
な

施
策
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
り
好
循
環
が

生
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
町
長
）

問 

「
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
や
り
残
し
た
こ
と
」と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

答 

約
２
年
10
ヶ
月
も
の
あ
い
だ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
集
中
し
た

こ
と
で
、
本
来
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進

め
て
い
く
べ
き
町
民
の
皆
様
の
命
に
関
わ

る
こ
と
、
具
体
的
に
は
旧
第
三
小
学
校
へ

の
町
立
体
育
館
、
中
央
公
民
館
の
移
転
、

不
毛
田
川
内
水
対
策
な
ど
計
画
的
に
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。　　
（
町
長
）

杦
すぎもと

本  光
みつきよ

清
議員

問 

国
保
の
令
和
６
年
度
県
統
一
は
可
能

で
す
か
。
町
の
改
定
予
定
は
ど
う
で
す
か
。

再
度
の
引
き
上
げ
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で

３
万
７
千
円
、
１
割
弱
の
値
上
げ
に
な
る
、

国
保
会
計
は
黒
字
で
基
金
も
増
加
し
て
お

り
、
機
械
的
な
引
き
上
げ
は
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。
18
歳
未
満
の
均
等
割

免
除
は
い
く
ら
必
要
で
す
か
。
基
金
４
億

円
を
活
用
し
子
ど
も
の
均
等
割
を
全
額
免

除
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答 

保
険
税
率
は
統
一
す
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
河
合
町
は
令
和
４
年
度
に
保

険
税
率
の
改
定
を
行
い
、
目
標
保
険
税
率

と
の
差
額
の
約
半
分
を
見
直
し
た
状
況
で

あ
り
、
次
回
の
見
直
し
は
令
和
６
年
度
と

な
り
ま
す
。
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
軽
減

に
追
加
し
全
額
軽
減
を
行
う
場
合
、
約

４
９
０
万
円
の
単
独
財
源
が
必
要
な
試
算

と
な
り
ま
す
。
尚
、
新
た
に
独
自
の
軽
減

措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
住
民
福
祉
課
）

問 
「
か
が
や
き
の
森
こ
ど
も
園
」に
希
望

者
が
入
れ
る
よ
う
定
員
枠
増
を
。

答 

容
量
的
に
は
余
裕
あ
り
ま
す
が
、
実

際
の
子
ど
も
と
先
生
の
配
置
を
検
討
す
る

段
階
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
子
育
て
支
援
課
）

問 

医
療
費
助
成
の
高
校
生
ま
で
の
拡
大

は
評
価
し
ま
す
。
さ
ら
に
外
来
窓
口
負
担

ゼ
ロ
に
で
き
な
い
で
す
か
。

答 

窓
口
負
担
な
し
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
中
学
校

ま
で
の
現
物
給
付
に
つ
い
て
は
拡
大
す
る

方
向
で
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
）

問 

給
食
費
無
償
化
に
必
要
な
費
用
は
、

全
体
及
び
第
３
子
か
ら
は
ど
う
で
す
か
。

給
食
会
計
を
公
会
計
に
し
、
当
面
第
３
子

か
ら
の
無
償
化
を
実
現
で
き
ま
せ
ん
か
。

答 

給
食
費
年
間
で
約
５
千
万
円
、
第
３

子
か
ら
は
約
２
０
０
万
円
。
第
３
子
か
ら

の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
公
会
計
化
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

（
教
育
総
務
課
）

問 

広
報
で
公
債
費
先
送
り
の
影
響
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
健
全
化
計
画
の
見
直

し
は
ど
う
で
す
か
。
令
和
３
年
度
決
算
の

不
用
額
４
億
５
千
万
円
の
一
般
財
源
は
い

く
ら
で
す
か
。
来
年
度
予
算
の
精
度
を
上

げ
財
源
確
保
で
き
な
い
で
す
か
。

答 

今
後
掲
載
し
ま
す
。
計
画
の
更
新
は
、

決
算
、
事
業
費
の
確
定
を
反
映
さ
せ
ま
し

た
。
不
用
額
の
一
般
財
源
額
は
約
３
億
円
。

各
事
業
内
容
を
精
査
し
、
精
度
を
高
め
る

べ
く
進
め
て
い
ま
す
。　　
　
　
（
財
政
課
）

問 

財
政
運
営
状
況
を
ふ
ま
え
、
公
共
施

設
の
休
止
計
画
の
見
直
し
を
。

答 

計
画
で
は
、
影
響
は
文
化
会
館
は
令

和
５
年
度
、
豆
山
の
郷
は
令
和
６
年
度
と

し
て
い
ま
す
。
長
期
的
視
点
で
検
討
中
で

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
政
課
）

〇 

イ
オ
ン
跡
地
の
商
業
施
設
、
穴
闇
の
大

規
模
開
発
の
進
捗
状
況
つ
い
て
質
問
し
、

「
必
要
な
時
指
導
す
る
」と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

坂
さかもと

本  博
ひろみち

道
議員

１
期
４
年
間
の
総
括

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

財
政
問
題
に
つ
い
て
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令
和
四
年
十
月
二
十
七
日
、
文
部
科
学

省
よ
り
右
記
の
件
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
よ
り
文
科
省
へ
報
告

さ
れ
た
内
容
を
確
認
。

問 

報
告
内
容
に
つ
い
て

答・ 

い
じ
め
認
知
件
数　
小
学
校
13
件(

う
ち

解
消
12
件)

、
中
学
校
４
件(

う
ち
解
消

３
件)

。

・ 

い
じ
め
の
態
様
別
状
況　
冷
や
か
し
や

か
ら
か
い
、
悪
口
等
が
ほ
と
ん
ど

・ 

い
じ
め
の
重
大
事
態　
０
件

・ 

暴
力
行
為
の
状
況　
小
学
校
０
件
、
中

学
校
５
件

・ 

暴
力
行
為
の
形
態
別
状
況　
生
徒
間
同

士
の
暴
力
、
器
物
損
壊
。

・ 

小
中
学
校
の
長
期
欠
席
状
況　
小
学
校

20
人
、
中
学
校
21
人
。

・ 
不
登
校
児
童
生
徒
90
日
以
上
欠
席　
小

学
校
２
人
、
中
学
校
11
人
。

・ 
学
校
内
外
機
関
で
相
談・指
導
等
を
受
け

た
児
童
生
徒　
10
人
。

問 

い
じ
め
の
解
消
に
つ
い
て
、
判
定
者

は
誰
で
す
か
。

答 

確
認
を
担
任・生
徒
指
導
教
諭
、
最
終

的
に
学
校
長
。

問 

長
期
欠
席
で
相
談・指
導
を
受
け
た
児

童
生
徒
含
め
復
帰
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

極
め
て
少
数
あ
り
ま
す
。

問 

復
帰
支
援
の
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー(

適
応
指
導
教
育)

が
奈
良
県
内
に
15

カ
所
あ
り
ま
す
が
、
活
用
し
た
児
童
生
徒

は
い
ま
す
か
。

答 

活
用
児
童
生
徒
は
い
ま
せ
ん
。

問 

問
題
相
談
業
務
と
し
て
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
り
ま
す
。
対
応
状
況
を

確
認
し
ま
す
。

答 

相
談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
対
応

時
間
を
増
や
し
ま
し
た
。

問 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

業
務
内
容
は
。

答 

教
育・福
祉
両
面
に
関
し
、
専
門
的
な

知
識
、
技
術
を
有
し
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た

教
育
機
関
と
福
祉
機
関
を
繋
ぐ
役
割
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

問 

河
合
町
の
配
置
状
況
は
。

答 

県
の
派
遣
で
１
人
、
年
間
17
日
間
来

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問 

文
科
省
の
来
年
度
取
組
と
し
て
、「
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
の
充

実
」が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ

ま
す
か
。

答 

教
師・生
徒
児
童
の
相
談
を
受
け
た
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
子
供
を

し
っ
か
り
見
守
る
よ
う
、
教
師
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
充
実
す
る
よ
う
進
め
て
い

き
ま
す
。　　
　
　
　
　

(

教
育
総
務
課
長)

他
に

〇
河
合
の
ま
ち
貸
し
ま
す
事
業
に
つ
い
て

(

事
業
開
始
か
ら
10
年
へ
経
て
、
実
施
要
領

の
改
訂
時
期
で
は
？)

を
質
疑
。

常
と き わ

盤  繁
しげのり

範
議員

令
和
三
年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・

不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関

す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て

佐
味
田
川
駅
前
の
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
つ
い
て

　
問 

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
し
て
い
る
ト
イ

レ
が
余
り
に
も
清
潔
感
が
な
い
と
の
事
で

洋
式
化
を
検
討
と
ご
答
弁
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
ど
の
様
に
維
持
管
理
し

て
い
く
の
か
、
ま
た
も
う
直
ぐ
正
月
で
す

が
近
隣
に
駐
車
場
が
無
い
の
で
正
月
の
間
、

来
町
さ
れ
る
ご
子
息
等
へ
開
放
す
る
事
は

今
年
も
無
理
で
し
ょ
う
か
。

　
住
民
の
お
声
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
借
金

が
あ
る
の
に
売
却
は
考
え
て
い
な
い
の
か
、

マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
建
て
た
ら
、
安
定
し
た

税
収
入
、
ま
た
地
域
の
要
望
で
あ
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
実
現

す
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
向
け
て
は
建
物

全
体
を
改
修
の
必
要
が
有
る
と
感
じ
て
お

り
、
そ
の
際
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

た
施
設
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
、
今
し

ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
す
が
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
駐
車
場
開
放
に

つ
い
て
は
実
施
で
き
る
か
考
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
用
途
地

域
で
か
な
り
の
規
制
が
ご
ざ
い
ま
す
、
全

体
的
な
計
画
を
練
り
直
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
副
町
長・生
涯
学
習
課
長
）

問 

住
民
の
皆
さ
ま
も
注
視
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
運
行
の
見
直
し
、
利
用
が
少
な
い

バ
ス
停
の
見
直
し
は
、
ど
の
様
に
進
ん
で

い
ま
す
か
。
ま
た
過
去
の
答
弁
で
４
～
５

年
で
運
行
の
見
直
し
を
図
り
た
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
が
、（
平
成
29
年
７
月
か
ら
今

年
の
７
月
で
５
年
目
）丁
度
、
見
直
し
の
時

期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答 

４
月
よ
り
北
ル
ー
ト
に
お
い
て
ス
ー

パ
ー
東
側
に
停
留
所
を
増
設
し
た
こ
と
で

大
変
便
利
に
な
っ
た
と
の
お
言
葉
も
頂
い

て
お
り
ま
す
。
見
直
し
に
つ
い
て
は
利
用

者
の
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
大
き
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
旧
第
三
小
学
校
跡
地
へ
の
公

民
館
機
能
移
転
時
や
イ
オ
ン
跡
地
な
ど
を

念
頭
に
置
い
て
検
討
中
で
す
。

（
総
務
部
長・管
財
課
長
）

問 

現
在
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
下
さ
い
。

私
も
応
援
し
て
い
ま
す
が
、
６
ヶ
月
間
、

進
展
が
無
け
れ
ば
条
例
第
42
号
の
あ
き
地

に
繁
茂
し
た
雑
草
の
除
去
に
関
す
る
条
例

改
正
は
約
束
で
き
ま
す
か
。

答 

次
年
度
実
施
を
目
標
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
効
果
が
発
揮
で
き
な
い
と
き
に
は
、

現
行
条
例
強
化
等
の
対
応
を
考
え
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　
（
環
境
部
長
）

佐
さ

藤
とう

  利
とし

治
はる

議員

す
な
丸
号
に
つ
い
て

空
き
地
の
草
刈
り
等
管
理
委
託
制

度（
案
）に
つ
い
て
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令
和
４
年
11
月
29
日
付
け
で
、
奈
良
県

か
ら
河
合
町
に
３
年
連
続
で
財
政
の「
重
症

警
報
」が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和

５
年
度
か
ら
は
、
元
年
か
ら
４
年
度
ま
で

の
４
年
間
に
亘
っ
て
先
送
り
し
た
公
債
費

(

借
金)

約
７
億
３
０
０
０
万
円
の
支
払
い

が
始
ま
り
ま
す
。

※
公
債
費
と
は
、
地
方
債
の
返
済
や
利
子

の
支
払
い
に
か
か
る
経
費
、
い
わ
ゆ
る
、

借
金
の
支
払
い
の
事
。

問 

公
債
費
の
一
部
約
７
億
３
０
０
０
万

円
の
支
払
い
を
先
送
り
に
し
た
理
由

答 

財
政
調
整
基
金
残
高(

貯
金)

が
令
和

元
年
度
末
に
約
４
０
０
０
万
円
に
な
り
、

災
害
等
の
不
測
の
事
態
へ
の
対
応
及
び
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
支
出
の
平
準
化

を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

(

財
政
課)

問 

公
債
費
約
７
億
３
０
０
０
万
円
の
先

送
り
に
よ
り
発
生
す
る
利
息
と
、
支
払
へ

の
対
応
に
つ
い
て

答 

利
息
は
約
５
９
０
０
万
円
、
令
和
２

年
度・３
年
度
に
職
員
給
与
の
減
額
で
対
応

し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　

(

財
政
課)

問 

利
息
の
支
払
い
を
職
員
給
与
の
減
額

で
対
応
す
る
事
に
関
し
て
、
職
員
に
責
任

が
あ
り
ま
す
か
。
既
に
減
額
し
た
分
を
退

職
の
際
に
補
填
で
き
ま
せ
ん
か
。

答 

給
与
減
額
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

職
員
に
状
況
説
明
を
行
い
、
理
解
と
協
力

の
上
で
実
施
し
ま
し
た
。
給
与
を
戻
す
事

に
は
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

財
政
課)

問 

利
息
分
を
職
員
給
与
の
減
額
で
支

払
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
は
町
民
の
税
金

か
ら
支
払
っ
て
い
る
事
に
、
何
ら
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
約
５
９
０
０
万
円
あ
れ

ば
、
町
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
新
し
い
事

業
が
で
き
た
は
ず
で
す
。
公
債
費
の
一
部

約
７
億
３
０
０
０
万
円
の
支
払
い
を
先
送

り
し
た
事
や
、
先
送
り
に
よ
り
発
生
し
た

利
息
約
５
９
０
０
万
円
の
具
体
的
な
数
字・

内
容
等
が
、
町
民
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
公
表
は
さ
れ
ま
す
か
。

答 

町
民
に
説
明
し
て
い
く
義
務
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　

(

町
長)

問 

令
和
５
年
度
か
ら
、
毎
年
約
12
億
円

の
公
債
費
を
支
払
っ
て
い
く
事
に
な
り
ま

す
が
、
町
税
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
現
状
で
、
支
払
っ
て
い
け
ま
す
か
。

答 

そ
う
い
っ
た
事
も
見
込
ん
で
、
長
期

の
財
政
収
支
見
通
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(

財
政
課)

問 

10
年
先
、
20
年
先
の
河
合
町
を
見
据

え
て
自
主
財
源
を
増
や
し
、
安
定
し
た
財

政
運
営
を
進
め
る
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
が
河

合
町
に
あ
る
の
で
す
か
。

答 

魅
力
度
を
ア
ッ
プ
し
、
人
口
増
に
つ

な
げ
る
事
を
目
標
に
、「
安
心・安
全
な
ま
ち

を
つ
く
る
事
」・「
教
育
の
ま
ち
を
つ
く
る

事
」・「
子
育
て
環
境
を
整
備
す
る
事
」と
考

え
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

財
政
運
営
等
に
つ
い
て

中
なかやま

山  義
よしひで

英
議員

問 

令
和
３
年
９
月
議
会
で
一
般
質
問
し

て
か
ら
か
な
り
の
期
間
が
経
っ
て
い
ま
す
。

火
災
後
に
放
置
さ
れ
た
空
家
は
現
状
の
ま

ま
何
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
回
答
願
い
ま
す
。

答 

空
家
の
所
有
者
及
び
関
係
者
に
電
話

連
絡
３
回
及
び
適
切
な
管
理
願
い
５
通
を

送
付
し
ま
し
た
が
、
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
及
び
河
合

町
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
次
の
措
置
を
実
施
し
ま
し
た
。　

①�

特
措
法
第
９
条
第
２
項
及
び
条
例
第
10

条
第
２
項
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
５
月

31
日
に
立
入
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

②�

条
例
第
12
条
第
２
項
に
基
づ
き
、
令
和

４
年
６
月
22
日
に
河
合
町
空
家
等
対
策

協
議
会
の
意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

③�
条
例
第
12
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
令
和

４
年
６
月
23
日
に
特
定
空
家
等
に
認
定

し
ま
し
た
。

④�

特
措
法
第
14
条
第
１
項
及
び
条
例
第
13

条
第
１
項
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
６
月

23
日
に
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
と

し
て「
助
言
又
は
指
導
」し
ま
し
た
。

⑤�

特
措
法
第
14
条
第
２
項
及
び
条
例
第
13

条
第
２
項
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
８
月

29
日
に
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
と

し
て「
勧
告
」し
ま
し
た
。

　
勧
告
後
の
令
和
４
年
９
月
28
日
に
所
有

者
本
人
が
来
庁
さ
れ
、
解
体
に
む
け
て
前

向
き
な
回
答
を
い
た
だ
き
、
河
合
町
危
険

空
家
等
除
却
費
補
助
制
度
の
河
合
町
不
良

住
宅
判
定
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

協
議
会
委
員
に
意
見
を
求
め
令
和
４
年
10

月
４
日
に
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
を

一
時
保
留
し
て
い
ま
す
。

問 

現
時
点
で
の
進
捗
状
況
と
令
和
４
年

度
内
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
定
通
り
完
了
す

る
と
考
え
て
い
る
か
見
解
を
お
聞
き
し
ま

す
。

答 

現
在
、
事
業
用
地
の
境
界
及
び
面
積

を
確
定
す
る
た
め
、
測
量
業
務
を
10
月
か

ら
着
手
し
、
12
月
３
日
及
び
４
日
で
地
権

者
に
協
力
い
た
だ
き
境
界
の
確
認
作
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
１
月
中
で

の
境
界
及
び
面
積
の
確
定
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
補
償
金
額
を
算
定
す
る
た
め
、

土
地
評
価
業
務
及
び
不
動
産
鑑
定
業
務
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
地
の
面
積
が

確
定
す
れ
ば
、
速
や
か
に
補
償
金
額
を
算

定
し
、
用
地
補
償
の
交
渉
に
入
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

大
おおにし

西  孝
たかゆき

幸
議員

焼
失
後
の
空
家
に
つ
い
て

不
毛
田
川
流
域
内
水
対
策
事
業
に

つ
い
て
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問 

令
和
元
年
６
月
議
会
で
清
原
町
長
の

新
体
制
に
つ
い
て
の
私
の
質
問
に
対
し
て

表
明
さ
れ
た
決
意
に
対
す
る
評
価
を
お
願

い
し
ま
す
。

答①�

町
長
室
を
定
期
的
に
開
放
す
る
と
こ
ろ

ま
で
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
住

民
の
皆
様
の
声
を
聞
く
と
い
う「
広
聴
」

が
町
政
の
基
本
と
考
え
て
お
り
、
必
要

と
判
断
し
た
場
合
は
直
接
お
会
い
し
て

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
４
月
に
は
広
報
広
聴
課
を
新

設
し
、
さ
ら
に
は「
東
奔
西
走
」コ
ー

ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

②�

町
の
財
政
指
標
は
、
公
債
費
や
人
件
費

の
割
合
が
高
く
、
自
由
に
使
え
る
お
金

が
少
な
く
独
自
の
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
で
し
た
。
高
齢
職
員

早
期
退
職
制
度
の
創
設
な
ど
、
人
件
費

の
抑
制
と
、
新
規
採
用
を
継
続
し
て
組

織
の
若
返
り
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
決
算
の
黒
字
の

確
保
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て

な
ど
に
よ
り
、
財
政
指
標
の
改
善
が
目

に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

③�

町
債
残
高
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

に
約
１
３
１
億
円
の
残
高
が
あ
り
ま
し

た
が
、
事
業
の
計
画
を
適
切
に
管
理
す

る
こ
と
で
、
令
和
３
年
度
決
算
で
は
約

１
２
３
億
円
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

問 

確
か
に
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、
財
政

健
全
化
は
財
政
指
標
の
好
転
が
見
て
取
れ

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
出
生
数
の
減
少
が
顕

著
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
住
民
の

命
に
直
結
す
る
，
不
毛
田
川
内
水
対
策
事

業
、
旧
第
三
小
学
校
跡
地
へ
の
体
育
館
及

び
公
民
館
機
能
移
転
事
業
な
ど
は
、
よ
う

や
く
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら

清
原
町
長
が
示
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
、

持
続
可
能
な
河
合
町
を
造
り
上
げ
て
い
く

責
任
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
残
さ
れ
た
課

題
の
解
決
や
、
河
合
町
の
将
来
像
を
ど
の

よ
う
に
描
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。
政

治
姿
勢
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

答 

私
は
常
に「
人
に
優
し
い　
人
情
あ
ふ

れ
る
町　
温
か
い
町
」を
念
頭
に
、
や
れ
る

こ
と
か
ら
地
道
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
が
、
や
は
り「
志
半
ば
」と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
心
情
の
な
か
、

𠮟
咤
激
励
さ
れ
、「
新
し
い
時
代
の
新
し
い

河
合
町
」の
実
現
が
私
の
責
務
だ
と
考
え
ま

し
た
。

　
わ
た
く
し
清
原
和
人
は
、
来
年
４
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
統
一
地
方
選
挙
に
挑
戦

し
、
再
び
町
民
の
皆
様
の
信
任
を
得
た
い

と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
次
の
４
年
は
、

ま
さ
に
住
民
の
皆
様
が
主
人
公
に
な
り
ま

す
！
み
ん
な
で
未
来
の
河
合
町
を
築
き
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　　
　
（
町
長
）

西
にしむら

村  潔
きよし

議員

清
原
町
長
の
在
職
中
の
職
責
の
総

括
に
つ
い
て

予算・決算審査特別委員会を全議
員で審議することになりました。

新しく議会だよりを発刊。
議会報告会・議会意見交換会
を開催しました。

北葛城郡・生駒郡
合同全議員研修へ参加。

奈良県町村議会
議長会全議員研修へ参加。

各常任委員会で委員外議員
の質問を可能としました。

河合町議会の議員の定数を定める条
例の一部を改正する条例により、河
合町議会の定数を１３議席から１２
議席へ１議席削減となりました。

河合町議会基本条例
が制定されました。

河合町議会議員の議員報酬等の特例
に関する条例により、新型コロナウ
イルス対策予算編成をするにあたり
現状の河合町財政状況を鑑み、自主
財源に限りがあるため、議員報酬の
額を令和２年７月から令和３年３月
まで１０％減額しました。

2019年(令和元年)５月からの議会での主要なあれこれ
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10月� 廣瀬神社「秋祭」
� かわい「絆づくり」通学合宿開校式
� 奈良県広域消防組合第４区分会議　　　　
� まほろば環境衛生組合監査
� 静香苑組合議会
� 広域議長会研修

11月� 奈良県葛城清掃事務組合会議　
� 文化日表彰式
� 追悼式式典
� 奈良県林野火災消火訓練　
� 北葛城郡議長会研修
� 町村議長会全国大会　
� 上牧町町政施行50周年記念式典　
� まほろば環境衛生組合監査
� 静香苑組合監査
� 奈良県広域消防組合議会
　　　
12月� ふるさとの日「冬」点灯式
� 静香苑組合監査
� 老人福祉施設三室園組合議会
� 王寺周辺広域休日応急診療施設組合議会
� まほろば環境衛生組合監査
� 奈良県議長会役員会
その他、打合せ、来客等多数有り

議会運営委員会
■１２月　２日（金）　午前９時３０分

本会議(初日)
■１２月　２日（金）　午前１０時００分

一般質問
■１２月　６日（火）　午前１０時００分
■１２月　７日（水）　午前１０時００分

経済建設常任委員会
■１２月　８日(木)　午前１０時００分

厚生常任委員会
■１２月　８日(木)　午前１１時００分

総務常任委員会
■１２月　８日(木)　午後１時３０分

議会運営委員会
■１２月１４日(水)　午前９時３０分

本会議(最終日)
■１２月１４日(水)　午前１０時００分

全員協議会　　　　　
■１１月２２日(火)
　まちづくり自治基本条例について
■１１月２８日(月)
　県域水道一体化について
■１２月１４日(水)
　河合町学校施設長寿命化計画について　

今月の表紙

　今回は河合町フォトク
ラブの上岡政廣様よりご
提供頂きました。
　皆さまのお写真お待ち
しております。

議 長 の 動 き
2022（令和４）年10月～12月

議 会 の 動 き
河合町議会令和４年第４回（12月）定例会 

問い合わせ

　　　　  河合町議会事務局
電　話　０７４５－５７－０２００(内線３１１）
ＦＡＸ　０７４５－５７－１７１１
メール　gikai@town.kawai.nara.jp

　皆さまのご協力で議会だよりNo3を
発刊することが出来ました。この間、
議会報告会や意見交換会を開催いたし
ました。引きつづき、住民の皆様のご
意見をお聞きする機会を設けるなど開
かれた議会をめざしてまいります。ま
た、議会だよりの充実に努めてまいり
ます。皆さまのご意見をお寄せ下さい。

Informationインフォメーション

編

集

後

記



令和４年第３回（10月）臨時議会　議決結果賛否一覧	 ○…賛成　●…反対

議案番号 議　　案　　名

森
光
　
祐
介

常
盤
　
繁
範

梅
野
美
智
代

佐
藤
　
利
治

中
山
　
義
英

坂
本
　
博
道

長
谷
川
伸
一

杦
本
　
光
清

大
西
　
孝
幸

馬
場
千
惠
子

岡
田
　
康
則

西
村
　
　
潔

谷
本
　
昌
弘

議決結果

議案第41号令和４年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第42号個別外部監査契約に基づく監査によることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第43号個別外部監査契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

令和４年第４回（12月）定例会　議決結果賛否一覧	 ○…賛成　●…反対

議案番号 議　　案　　名

森
光
　
祐
介

常
盤
　
繁
範

梅
野
美
智
代

佐
藤
　
利
治

中
山
　
義
英

坂
本
　
博
道

長
谷
川
伸
一

杦
本
　
光
清

大
西
　
孝
幸

馬
場
千
惠
子

岡
田
　
康
則

西
村
　
　
潔

谷
本
　
昌
弘

議決結果

議案第44号令和４年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案可決(賛9･反3)

議案第45号令和４年度河合町下水道事業特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第46号令和４年度河合町介護保険特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第47号令和４年度河合町後期高齢者医療制度特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第48号令和４年度河合町水道事業会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第49号河合町まちづくり自治基本条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第50号河合町個人情報保護法施行条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案可決(賛10･反2)

議案第51号河合町情報公開及び個人情報保護審査会条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案可決(賛10･反2)

議案第52号河合町印鑑条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ※ 原案可決(賛9･反3)

議案第53号河合町職員の定年等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第54号地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第55号
一般職の職員の給与に関する条例及び河合町会計年度
任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議案第56号特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ※ 原案可決(賛8･反4)

議案第57号河合町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ※ 原案可決(賛8･反4)

議案第58号河合町子ども医療費助成条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

議員発議
第10号 第９期介護保険制度改正に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 原案可決(賛12･反0)

※　議長は裁決に加わりません。
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次の議会は３月定例会を予定しています。
詳しい日程は、決定しだいホームページに掲載いたします。


